
１．国家公務員総合職における司法試験受験生の立ち位置 
 
（１）近年の試験結果 

試験区分 申込者数 最終合格者数 採用者数 

Ｈ30 Ｈ29 Ｈ28 Ｈ27  Ｈ26  Ｈ30 Ｈ29 Ｈ28 Ｈ27 Ｈ26  Ｈ30 Ｈ29 Ｈ28 Ｈ27 Ｈ26 

院卒（行政） 550 606 1,015 993 926 174 196 204 253 192 48 45 58 53 56 

うち法科大学院生 248 285 578 560 425 100 117 139 180 123      

政治・国際 1,365 1,391 1,578 1,638 1,650 65 56 52 18 33 13 10 ２ １ ６ 

法律 10,065 10,216 10,457 10,265 9,715 471 504 569 377 564 150 158 155 170 174 

うち法科大学院生 68 95 169 210 201 ２ ３ 14 16 24      

経済 2,045 2,069 2,318 2,380 2,216 194 210 230 187 259 58 63 68 76 66 

 (注) 法科大学院生の採用者数は院卒、法律区分合算のデータしかないが、28年度︓27名、29年度︓21名となっている。 
 
（２）平成 30年度試験日程（31年度は 2月公表予定） 
【総合職試験】 

第１次試験日 平成 30年４月 29日（日） 
第２次試験日（筆記） ５月 27日（日） 
第２次試験日（政策課題討議・人物） ５月 29日～６月 15日 
最終合格者発表日 ６月 29日 
官庁訪問 ７月４日～ 

【司法試験】 
平成 31年５月１５日（水） ，１６日（木） ，１８日（土） ，１９日（日） 
 
★併願を考えてる場合、総合職に回せる時間はほとんどない！ 
★司法試験受験生が公務員試験に合格するための最大の関門は，官庁訪問を含めた面接系の試
験にある。 
 
では、総合職試験における面接系試験っていったいどのようなものなのか、簡単に説明しましょう。 
  


